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 第 1 章：わが国の障害者雇用 
 第 2 章：自閉スペクトラム症（ASD）者の就労及び雇用の現状 
 第 3 章：一般企業に就職した ASD 者の職場における困難への対処 
      －ASD 者本人を対象としたインタビュー調査－ 
 第 4 章：働く ASD 者の業務遂行に対する同僚・上司の認識－同僚・上司を対象とした質問紙調査－ 
 第 5 章：ASD 者とともに働く上司に求められるコンピテンシー－上司へのインタビュー調査－ 




















第 4章では、一般企業（特例子会社を除く）で ASD 者と共に働く同僚・上司（21 社 123 名）に対する
質問紙調査から、ASD 者の職務遂行に対する認識や、ASD 者とともに働くことでの影響、効果のあった
雇用管理について検討した。探索的因子分析の結果、「ASD 者なりの対処行動」と「同僚・上司の肯定的



















題を抱えていることが指摘されてきた。2021 年 4 月から民間事業主の障害者雇用法定雇用率が 2.3％へ
引き上げられるなど、障害者雇用に関する社会的関心が高まりつつある中、本論文のテーマは時宜を得
た内容であると評価できる。 
３．本論文は、「就労」の営みを「職場」に存在する者同士（当事者と上司・同僚）の社会的相互作
用の中で変化するものとして位置付け、その状況を把握し、ASD 者の就労継続に向けた望ましい支援の
在り方、環境設定の工夫等について検証している。当事者側及び雇用者側の両面から調査を行い、各調
査結果を統合的に分析・考察した点は、臨床的、実践的な意義を有するもので、研究的資料としても価
値のある内容と評価できる。 
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４．本論文は、ASD 者の職業上の困難の背景に、障害特性に起因する極端な得手不得手の偏りがあり、
彼らはその偏りを認識しながら自己調整していることを明らかにしている。その反面、自らの心身の不
調や疲労への感度が低く、ペースダウン等が上手くできない ASD 者の場合、その不具合が「過剰適応」
に発展する可能性があることも指摘している。「過剰適応」に関しては、調査協力者に対する調査後の
検証からも、日本独自の文化や労働に対する意識、ASD 者個々人の労働観なども少なからず影響してい
ることが考えられる。これらの内容は、今後の ASD 者の就労継続支援の在り方を検討する際、参照され
るに値するものとなっている。 
５．本論文では、研究全体を通して明らかとなった「実践への示唆」を 5つの視点から整理して提言
している。特に、雇用者側からの提言として示された「職場の中で日常的に ASD 者の状況を見守り、違
和感が生じた際には迅速に対応できる体制を整えること」や、上司への支援として示された「就労支援
機関との連携や企業同士で支援の方法等を交換したり、相談したりできる横のつながりを構築すること」
などは、ASD 者を雇用する民間事業主や就労支援に関わる福祉現場において、実践的に応用できる内容
であり、社会的な意義を有するものとして評価できる。 
 
一方で、本論文は一般企業で働き続ける知的障害を伴わない ASD 者、及び彼らを雇用する企業に限定
したため、調査対象者の選定が難しく、対象者の年齢や職種、雇用形態などの属性に偏りがみられたこ
とが調査結果に影響を与えた点は否定できない。また、調査対象企業に関しては、必然的に ASD 者を含
む障害者雇用に高い関心や意識をもつ企業であり、回答内容にバイアスが生じていた可能性があること
などから、一般企業全体の状況を反映することには限界があると考えられる。さらに、公聴会において
は、ASD 者を雇用する企業の上司に必要とされる資質をより強調することの必要性や、上司へのインタ
ビュー調査の結果とコンピテンシーモデルの整合性に関する内容など、幾つかの改善点が指摘された。  
しかしながら、これらの指摘は、これまで報告してきた本研究の価値を低めるものではなく、川端氏
の今後の研究成果を待ちたいと考える。今後は、本研究で得られた成果や知見を踏まえ、長期的な就労
継続が行えている ASD を含む発達障害のある当事者や企業の成功例を蓄積していき、本研究の成果の検
証を、さらに進めていく必要があると考える。 
 
【審査結果】 
以上、川端氏による学位請求論文の研究目的、方法、結果、考察について審査した。その結果、若干
の改善の余地はあるものの、川端氏の論文は、一般企業で働く自閉スペクトラム症（ASD）者が就労を
継続していく上で、彼ら自身の課題に対する対処行動を促すことや、そうした対応を職場の同僚や上司
が認識することで、就労継続を促すことができるなど、ASD 者を含む発達障害者の就労継続に関する実
践的な視座を提供する優れた成果を上げていると判断する。 
論文の論理構成、各章で行われた調査・研究の実施方法、得られたデータの分析方法、考察は、いず
れも博士学位請求論文として認められる水準に達しており、福祉社会デザイン研究科（ヒューマンデザ
イン専攻）の博士学位審査基準に照らしても妥当な研究内容であると認められる。 
本審査委員会は、川端奈津子氏の博士学位請求論文について、所定の試験結果と上述の論文審査結果
に基づき、全員一致をもって本学博士学位を授与するに相応しいものと判断した。 
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